
被
災
地
の
子
育
て
マ
マ
が

つ
く
る「
ピ
ー
ス
ジ
ャ
ム
」

　被
災
当
時
、「
赤
ち
ゃ
ん
の
お
腹
を
空
か
せ
て
は

い
け
な
い
」と
の
思
い
か
ら
、無
我
夢
中
で
活
動
し

て
き
た
と
い
う
ピ
ー
ス
ジ
ャ
ム
主
宰
の
佐
藤
賢
さ

ん
。被
災
地
の
各
家
庭
や
避
難
所
を
尋
ね
歩
き
、赤

ち
ゃ
ん
を
持
つ
ご
家
庭
を
中
心
に
、ミ
ル
ク
や
お
む

つ
の
無
償
配
布
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　「震
災
か
ら
1
年
半
を
経
過
し
た
今
、雇
用
保
険

の
打
ち
切
り
等
か
ら
、新
た
な
支
援
を
求
め
る
ご
家

庭
も
増
え
て
い
ま
す
」と
佐
藤
氏
。

　自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
も
地
域
に
就
業
の
機

会
を
創
出
し
た
い
と「
ピ
ー
ス
ジ
ャ
ム
」と
い
う
名

を
冠
し
た
ジ
ャ
ム（
タ
マ
ネ
ギ・ニ
ン
ジ
ン・ト
マ
ト・

フ
ル
ー
ツ
等
）を
作
り
販
売
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　「働
き
手
は
被
災
地
の
マ
マ
さ
ん
達
。乳
児
達
が

目
に
届
く
環
境
で
働
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。現
在

は
10
名
程
度
で
す
が
、30
人
規
模
ま
で
拡
大
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」。（
佐
藤
氏
）

　「ピ
ー
ス
ジ
ャ
ム
」（
平
和
の
共
有
）は
、フ
ィ
ー
ル

ド
を
広
げ
て
躍
進
を
続
け
ま
す
。

●
取
材
日
／
2
0
1
2
年
8
月
31
日

鼓動

特 集

オ
ヤ
ジ
の
底
力

〜
退
職
世
代
が
地
域
を
変
え
る
〜
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　東日本大震災を契機に立ち上がった、
赤ちゃんとママの生活を支援することを
目的とする団体。宮城県気仙沼市、宮城県
本吉郡南三陸町、岩手県陸前高田市を中
心にニーズ調査を行い、要支援に全国か

ご意見ご要望等どのようなことでも結構です。企画の参考とさせていただきますので、
全国ボランティア・市民活動振興センターまでお知らせください。

〒
100-8980　

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
3-3-2　

新
霞
が
関
ビ
ル
　
TEL.03-3581-4656   FAX.03-3581-7858

E-m
ail   vc00000@

shakyo.or.jp    U
RL    http://w

w
w
.zcw
vc.net/

発
行
人
●
山
田
秀
昭
　
編
集
人
●
野
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制
作
●
株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ア
ー
ト
　
定
価
●
￥
105（

購
読
料
は
会
費
に
含
む
）

ボランティア活動保険等の補償制度は、社会福祉協議会およびその構成員・会員ならびに社会福祉協議会が運営するボラ
ンティア・市民活動センターなどに登録されているボランティア・ボランティアグループ・団体が加入対象です。

ら集まったベビー用品を手渡しで届け
る。その他、赤ちゃんサロンやジャム作り
を通した被災者の雇用支援を実施。

「ボランティア情報」では、みなさんから
のご意見や情報を募集しています。

ボランティア行事用
保険に関するQ&A保 険 の 広 場 今月の質問

TEL/03-3581-4667  FAX/03-3581-4763  URL  http://www.fukushihoken.co.jp/   

行事参加者が、お昼に出されたお弁当で食中
毒になりました。補償の対象となりますか？

.地域の子どものキャンプに参加していて、ハチに刺され
化膿し通院しています。補償の対象になりますか？

今回はかっこいいオヤジ特集でしたが、予想をはる
かに超えるオヤジパワーに驚かされました。
年齢を重ねることが不安になるのではなく、楽しみ
になるような生き方。そんな生き方をしている人た
ちが増えることは後に続く者にとってもありがたい
ことです。
そんな大先輩の男性たちを、今回は尊敬をこめて「オ
ヤジ」と呼ばせていただきました。
人生に「もう遅い」なんてない、やろうと思った時が
スタートの時なんですよね！　　   　　　　   （野川）

少し先の話になりますが、新任研修で社
協訪問に行くことになりました。主眼は
市区町村社協の役割・活動についての理
解を深めることですが、私としてはやっ
ぱりボラセンが気になります！そして

「ボランティア情報」がどんな風に置か
れ、誰に読んでいただいているのかこっ
そりリサーチしたいと思います。結果に
ドキドキです。
　　　　　　　　　　　　　　  （柴山）

一緒に「ボランティア情報」
をつくりましょう！

傷害保険の対象となります。
なお、行事主催者に責任がある場合は、賠償責
任の補償も対象になります。

Q1

A1

Q2

A2

　私たちは、2005年の愛知万博にご協力いただいたボ
ランティアさんの活動継続を目的に活動しています。
現在は約1,000人の会員を中心に、ボランティア活動支
援やグループづくりの支援等を行っています。毎年、

「Make a CHANGE Day」といって、1年に1日全
国各地で一斉にボランティア活動を行う取
り組みをしています。今年は10月27日に行い
ます。また、毎年３月に開催される名古屋マラソンへのボランティア協力をして
おり、来年は8,000人のボランティア参加を予定しています。ボランティアは、
きっかけづくりと同時に定着することが大切ですから、フォローを丁寧に行い、

「ボランティア文化」を愛知県から全国へ、さらには世界へ広げていきたいです。

対象になります。ただし、蚊に刺されてかゆいだけなど
医師の治療を要さない虫刺されは対象になりません。

Q3

A3

ボランティア活動保険等についてのお問合せ
は、株式会社  福祉保険サービスまでどうぞ。

※本誌掲載の取材対象者の〈所属〉・〈役職〉は取材日当日のものです。

つ
な が てっ

愛・地球博ボランティアセンター
副理事長

鈴木　盈宏さん
愛・地球博記念公園周辺道路の清掃活動の出発式

（やろまいか！愛・地クリーンアップ！！）

事務局だより

宮城県気仙沼市
「NPO法人ピースジャム」

 

 

すず    き みつ  ひろ

広げ続けよう！広げ続けよう！

行事の順延日が予め決まってい
る場合は、加入時に記載してお
けば順延決定時に連絡をしなく
てもよいのでしょうか?

順延日○月○日と記載しておけば、
改めて連絡の必要はありません。

Q4

A4

外国籍の人たちで構成されているボランティア
グループの場合でも加入できるのでしょうか? 

加入できます。日本国内で行われる
地域福祉に関する行事であれば、行
事主催者が外国籍の人たちであって
も加入できます。   
  

Q6

A6

一泊二日の行事を開催しますが、参加者の中に日帰りで
参加する人と宿泊で参加する人がいます。一緒に加入で
きますか？     
  
加入できます。加入手続きは、１枚の加入依頼書でできます
が、日帰りと宿泊のそれぞれの人数で加入してください。な
お、宿泊者については名簿の提出が必要です。また、日帰り
については、１日あたりの最低加入人数は20名です。  
  

Q5

A5

赤ちゃん連れで働く若いママたち赤ちゃん連れで働く若いママたち

「ボランティア情報」サポーターまだまだ募集！！

★サポーターの声シート（アンケート）に回答する
★「ボランティア情報」Facebookページにコメント・投稿する

★ｖｃ00000＠shakyo.or.jpにメール
★Facebookページ（http://www.facebook.com/z.boraj）にメッセージ
★03-3581-4656にお電話

★サポーターおたのしみ抽選
　…アンケートやコメントを寄せていただいた方の中から抽選で、全国の
　素敵な？品物をプレゼント！
★サポーターによる連載コーナーで「ボランティア情報」に登場！？（予定）

サポーターの役割 いずれか

サポーターの特典

参加方法

INFORMATION

みや ぎ  けん   け せんぬま  し

宮城県気仙沼市

http://www.peace-jam.jp/

地域の子供たちの集いに参加していた子どもさんが、主催者より配られた
お弁当で食物アレルギーになりました。補償の対象になりますか？  
     
アレルギーは傷害保険の対象になりません。ただし、参加者にアレルギーの人が
いることを事前に知っていたが、誤ってお弁当を出してしまった場合など、行事
主催者としての責任を問われた場合には、賠償責任の補償の対象になります。 
      

トヨタVC開設時から定年までの１８年間勤務し、現役当時
から現在も７つのＮＰＯの理事を務めている。「今後の地域
課題は産・官・学・民のコラボ、行政と行政＆企業と企業など
のコラボも有効では。ただ、ボランティアの基本として心を
伴ったひとりの人として関わって欲しい」と思いを語る。

hyoushi-hyou_9gatsu_05.pdf   1   12/09/14   18:14
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　いきがいの会を立ち上げたのは1996年

から杉並区が主催していた「男の料理教

室」に参加したメンバーの中で地域にも貢

献したいとボランティア活動を始めてい

たメンバーでした。

　2000年、介護保険制度が実施され、利用

者を受け入れる施設が必要になりました。

杉並区は少子化で空いた学校施設をデイ

サービスに活用しようとの構想を打ち出

し、公募を行いました。「男の料理教室」か

らできたメンバーが応募し、採用されたの

が「松渓ふれあいの家」というデイサービ

ス施設です。

　当時、メンバーの中には福祉や介護の関

係者は一人もいませんでしたが、NPOの申

請事務や営業活動などはお手のもの。私自

身は仕事に一生懸命で親の面倒をよく見

られなかったという後悔がありましたの

で、ここに来る皆さんのお世話をしたいと

福祉についても懸命に勉強しました。

　様々なデイサービスを見学に行くと男性

利用者は2割くらい。男性目線で見た場合、

やりたいことは個人個人違うはずなのにみ

んな同じことをしているのに疑問を感じま

した。「自分たち（男性）が行きたくなるよう

なデイサービスを目指そう」。いつしかそれ

が私たちの合い言葉になっていました。

　「松渓ふれあいの家」では、囲碁、将棋、麻

雀、パソコン学習、書道、俳句等、自分の好

きなものに参加できます。本気で競うもの

もあり、ライバルが生まれてきます。今では

男性利用者は７割。皆さん、また会えること

を楽しみにいらっしゃいます。

当NPOを支えてくださるボラ

ンティアや地域の人々との交

流も活発に行われています。

　振り返ればサラリーマン時

代は家庭と会社との往復。”地

域”という概念は全くありませ

んでした。会社の関係が切れ

てしまうと、近所に知り合いは

一人もいません。退職後に地

元のつながりを作るかどうかでその後の

生き方もだいぶ変わると実感しました。

　共に活動する仲間だけでなく、利用者と

していらっしゃる方の中にも、人生の見本

としたい方がいます。まだ勉強することは

多いなと痛感させられています。

　理念のひとつでもある地域貢献に基づ

き、元気なシルバー世代向け生涯学習施設

である杉並区立「ゆうゆう西田館」「ゆうゆ

う荻窪館」の受託運営も順調で利用者も倍

増しました。将来的には、この地域に住む

家族全体のサポートができるような事業

展開を目指しています。

〈取材日：平成24年8月31日〉

書籍紹介 『ボランティアの可能性』　鈴木盈宏 著 (廣済堂新書) ■2012年2月発行　■定価840円（税込）サポーターの声 8月号表紙「北茨城あすなろ会」の明るい笑顔の写真が目にとまりました。困難な状況であっても自発的に地道に
活動することによって生まれてきた素敵な笑顔だと感じました。　 （新潟県　宮崎さん）

　岩手県社協は中高年の方々を中心に｢これからだ倶楽部｣を組織し、社会への積極的な参画をサポートしています。会の発足から今年

で5年目。登録会員数は180名、一般参加320名と、地域にしっかり根付いています。

　当会を運営する目的は、退職世代の第二の人生をサポートすること。すなわち｢新たな社会性づくり｣を進めることです。活動は以下

の3つの柱に分かれます。

　当会の活動は、被災地支援においても効果を発揮しました。がれき撤去や被災地での｢歌声喫茶｣等へのボランティアなど、趣味や各

人の個性を活かした様々な活動をしてきました。

　会員同士の関係性ができると、活動への参画モチベーションも高まり、仲間同士の助け合いも確実に増えてきます。好きなことだか

ら積極的に参加できる、そんな手助けを今後とも続けていきます。

仲間づくり

デイサービスでの麻雀風景。真剣勝負

活動は「男の料理教室」から
はじまった

■■■■■■■■■■■■■■

退職後は、"地域との
つながり"という
視点が必要

囲碁大会で優勝者にはコーヒー無料券5杯分進呈

　退職した男性たちが居場所をなくすのか、それとも前職の
キャリアや趣味・特技を活かして今度は地域で活躍するのか･･･
それは本人の幸福度を左右するだけでなく、地域にもたらす影響も大きいのではないでしょうか。
　今回は、退職後もまた違ったミッションをもちながら地域で活躍するカッコイイオヤジたちを特集します。

特 集特 集特 集

退職前の役職を

ひきずらない

デキるオヤジは地
域やボランティアの

世

界では上下関係で
ないことを知って

い

る。仲間とともに考
えながら協力し合

う

ことを知っている。

当会では会員同士の交
流を重視しています。
新たな人間関係の中
で、自分を見つけるた
めに、異年齢・異業種の
人々が集まれる”機会”
を提供しています。

利用者は男性7割。
それは男性のニーズを
掴んでいたから

お　　ばら けん   いち

小原 健一さん

NPO法人　生きがいの会
松渓ふれあいの家

理事長

「男性ならではの
発想力と実行力が
強みです。」

オヤジの底力
～退職世代が地域

を変える～オヤジの底力
～退職世代が地域

を変える～オヤジの底力
～退職世代が地域

を変える～

退職前からアンテナ
を

はっている

オヤジたちは退職
前から退職後のこと

を考

えはじめ、セミナー
などに出てみたりし

て情

報を集めはじめてい
る。

仕事以外
の仲間や

世界も

ひろがっ
ている

退職前に
は出会え

なかった
人脈や、

知り得な
かった世

界。それを
知った

　　オヤ
ジたちは

もう

　　　　
　　止め

られない
･･･

前職で培った知識
や技術を、お金のた

めで

はなく今度は人のた
め社会のために。

もしくは、好きなこ
とや得意なことを

活かし

て地域に貢献。

全く違った分野に
飛び込むことだって

でき

る。オヤジたちの選
択肢は無限大だ。

選択肢は無限大

会社とは違い、地域
での活動は自分た

ちで決

められる。

責任も伴うが、やり
がいは充分だ。多才

なオヤ

ジたちが知恵と技
術を出し合えば、オ

ヤジに

しかできない活動
ができる。

自由に活動を作り
出していく

いくつに
なっても

、夢を持ち
続け

る。そんな
オヤジた

ちが老け
るヒ

マはない。

そして、夢
を捨てな

い

仲間づくり 役割・居場所づくり
ボランティア活動など
の社会貢献活動機会を
提供しています。運営
委員会方式によって会
員自らの企画運営によ
る様々なプログラム開
発を続けています。

役割・居場所づくり

GO!SE
NIOR’S
POWER!GO!SE
NIOR’S
POWER!GO!SE
NIOR’S
POWER!

生きがいづくり
当会では｢人財バンク｣
というマッチング・
コーディネートを推進
しています。
前職や特技を登録し、
ニーズに備えます。

生きがいづくり

シニア活動のサポート事業 岩手県社協　これからだ倶楽部

～デキるオヤジの
共通点～

すが　 わら
岩手県社会福祉協議会
社会福祉推進員 菅原　進さん

すすむ
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　いきがいの会を立ち上げたのは1996年

から杉並区が主催していた「男の料理教

室」に参加したメンバーの中で地域にも貢

献したいとボランティア活動を始めてい

たメンバーでした。

　2000年、介護保険制度が実施され、利用

者を受け入れる施設が必要になりました。

杉並区は少子化で空いた学校施設をデイ

サービスに活用しようとの構想を打ち出

し、公募を行いました。「男の料理教室」か

らできたメンバーが応募し、採用されたの

が「松渓ふれあいの家」というデイサービ

ス施設です。

　当時、メンバーの中には福祉や介護の関

係者は一人もいませんでしたが、NPOの申

請事務や営業活動などはお手のもの。私自

身は仕事に一生懸命で親の面倒をよく見

られなかったという後悔がありましたの

で、ここに来る皆さんのお世話をしたいと

福祉についても懸命に勉強しました。

　様々なデイサービスを見学に行くと男性

利用者は2割くらい。男性目線で見た場合、

やりたいことは個人個人違うはずなのにみ

んな同じことをしているのに疑問を感じま

した。「自分たち（男性）が行きたくなるよう

なデイサービスを目指そう」。いつしかそれ

が私たちの合い言葉になっていました。

　「松渓ふれあいの家」では、囲碁、将棋、麻

雀、パソコン学習、書道、俳句等、自分の好

きなものに参加できます。本気で競うもの

もあり、ライバルが生まれてきます。今では

男性利用者は７割。皆さん、また会えること

を楽しみにいらっしゃいます。

当NPOを支えてくださるボラ

ンティアや地域の人々との交

流も活発に行われています。

　振り返ればサラリーマン時

代は家庭と会社との往復。”地

域”という概念は全くありませ

んでした。会社の関係が切れ

てしまうと、近所に知り合いは

一人もいません。退職後に地

元のつながりを作るかどうかでその後の

生き方もだいぶ変わると実感しました。

　共に活動する仲間だけでなく、利用者と

していらっしゃる方の中にも、人生の見本

としたい方がいます。まだ勉強することは

多いなと痛感させられています。

　理念のひとつでもある地域貢献に基づ

き、元気なシルバー世代向け生涯学習施設

である杉並区立「ゆうゆう西田館」「ゆうゆ

う荻窪館」の受託運営も順調で利用者も倍

増しました。将来的には、この地域に住む

家族全体のサポートができるような事業

展開を目指しています。

〈取材日：平成24年8月31日〉

書籍紹介 『ボランティアの可能性』　鈴木盈宏 著 (廣済堂新書) ■2012年2月発行　■定価840円（税込）サポーターの声 8月号表紙「北茨城あすなろ会」の明るい笑顔の写真が目にとまりました。困難な状況であっても自発的に地道に
活動することによって生まれてきた素敵な笑顔だと感じました。　 （新潟県　宮崎さん）

　岩手県社協は中高年の方々を中心に｢これからだ倶楽部｣を組織し、社会への積極的な参画をサポートしています。会の発足から今年

で5年目。登録会員数は180名、一般参加320名と、地域にしっかり根付いています。

　当会を運営する目的は、退職世代の第二の人生をサポートすること。すなわち｢新たな社会性づくり｣を進めることです。活動は以下

の3つの柱に分かれます。

　当会の活動は、被災地支援においても効果を発揮しました。がれき撤去や被災地での｢歌声喫茶｣等へのボランティアなど、趣味や各

人の個性を活かした様々な活動をしてきました。

　会員同士の関係性ができると、活動への参画モチベーションも高まり、仲間同士の助け合いも確実に増えてきます。好きなことだか

ら積極的に参加できる、そんな手助けを今後とも続けていきます。

仲間づくり

デイサービスでの麻雀風景。真剣勝負

活動は「男の料理教室」から
はじまった

■■■■■■■■■■■■■■

退職後は、"地域との
つながり"という
視点が必要

囲碁大会で優勝者にはコーヒー無料券5杯分進呈

　退職した男性たちが居場所をなくすのか、それとも前職の
キャリアや趣味・特技を活かして今度は地域で活躍するのか･･･
それは本人の幸福度を左右するだけでなく、地域にもたらす影響も大きいのではないでしょうか。
　今回は、退職後もまた違ったミッションをもちながら地域で活躍するカッコイイオヤジたちを特集します。

特 集特 集特 集

退職前の役職を

ひきずらない

デキるオヤジは地
域やボランティアの

世

界では上下関係で
ないことを知って

い

る。仲間とともに考
えながら協力し合

う

ことを知っている。

当会では会員同士の交
流を重視しています。
新たな人間関係の中
で、自分を見つけるた
めに、異年齢・異業種の
人々が集まれる”機会”
を提供しています。

利用者は男性7割。
それは男性のニーズを
掴んでいたから

お　　ばら けん   いち

小原 健一さん

NPO法人　生きがいの会
松渓ふれあいの家

理事長

「男性ならではの
発想力と実行力が
強みです。」

オヤジの底力
～退職世代が地域

を変える～オヤジの底力
～退職世代が地域

を変える～オヤジの底力
～退職世代が地域

を変える～

退職前からアンテナ
を

はっている

オヤジたちは退職
前から退職後のこと

を考

えはじめ、セミナー
などに出てみたりし

て情

報を集めはじめてい
る。

仕事以外
の仲間や

世界も

ひろがっ
ている

退職前に
は出会え

なかった
人脈や、

知り得な
かった世

界。それを
知った

　　オヤ
ジたちは

もう

　　　　
　　止め

られない
･･･

前職で培った知識
や技術を、お金のた

めで

はなく今度は人のた
め社会のために。

もしくは、好きなこ
とや得意なことを

活かし

て地域に貢献。

全く違った分野に
飛び込むことだって

でき

る。オヤジたちの選
択肢は無限大だ。

選択肢は無限大

会社とは違い、地域
での活動は自分た

ちで決

められる。

責任も伴うが、やり
がいは充分だ。多才

なオヤ

ジたちが知恵と技
術を出し合えば、オ

ヤジに

しかできない活動
ができる。

自由に活動を作り
出していく

いくつに
なっても

、夢を持ち
続け

る。そんな
オヤジた

ちが老け
るヒ

マはない。

そして、夢
を捨てな

い

仲間づくり 役割・居場所づくり
ボランティア活動など
の社会貢献活動機会を
提供しています。運営
委員会方式によって会
員自らの企画運営によ
る様々なプログラム開
発を続けています。

役割・居場所づくり

GO!SE
NIOR’S
POWER!GO!SE
NIOR’S
POWER!GO!SE
NIOR’S
POWER!

生きがいづくり
当会では｢人財バンク｣
というマッチング・
コーディネートを推進
しています。
前職や特技を登録し、
ニーズに備えます。

生きがいづくり

シニア活動のサポート事業 岩手県社協　これからだ倶楽部

～デキるオヤジの
共通点～

すが　 わら
岩手県社会福祉協議会
社会福祉推進員 菅原　進さん

すすむ
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　私は高分子プラスチック材の電気・電子

部品製造会社を60歳で定年退職し、JICA

のシニアボランティアとしてシリアのア

レッポへ2年間勤務しました。

　日本の”ものづくり”の哲学と実践を指導

するのが職務でした。会社勤務の間にアメ

リカに5年、マレーシアに2年の海外赴任経

験はありましたが、中東シリアで品質改善

やマネジメント(ISO)等の指導をするのは、

前職とは違った、全く新しい体験でした。　

　“ものづくり”をどう考え、品質の向上をど

うやって全員参加で構築していくか。現地

の方と一緒に最初から再考する良い機会

となりました。

　会社在籍時とは違い、自分でプランニン

グしたカリキュラムには

自分自身で責任を持たな

ければなりません。非常に

難しいテーマではありま

したが、やりがいを感じた

2年間でした。

　アレッポでの生活は、

現地のご家庭へのホーム

ステイ。三世代が住まう３

階建てのご自宅の３階を

お借りすることとなりました。年長者を敬

い、家族が一致団結する生活は、古き良き日

本を思い出させるものでした。

　また、シリアの若者との交流もありまし

た。アレッポ大学からの要請で毎月3時間の

オープン講義を開講し、「実践品質講座」に

結びつく、日本のものづくりの姿勢を伝えま

した。

　シリアの文化や風習を知るにつけ、トッ

プダウン方式の欧米型、ボトムアップ方式

の日本型ではなく、アラブ諸国ではその融

合タイプを推奨しました。

　現地の方との出会いとふれあい、そして協

同作業を通じて、本当の意味での「信頼関係」

を構築できたと思います。

　日本の企業人がそうであったように、私

も企業のために、利益を得るために、全力を

尽くしてきました。しかし、今振り返ると企

業の中で知り得ることには限界があったの

かもしれません。

　退職した今、新しい人や、知らなかった

世界をもっと知りたいと考えています。会

社時代とはまた違う、信頼関係や友情に基

づいた関係性。日本でもきっと出会えるは

ずと帰国した今、新たな活動に夢を抱いて

います。

　「シニアボランティア経験を活かす会」で

は、帰国した後もそれぞれの経験を活か

し、地域の小中学校や一般向けセミナー等

で海外の様子を伝える活動を精力的に

行っています。私も赴任したシリアの安定

と再興を祈りながら、今後も精力的に活動

していきます。

〈取材日：平成24年8月30日〉　

ボランティア情報　平成24年9月1日発行　第三種郵便物認可 ボランティア情報　平成24年9月1日発行　第三種郵便物認可
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　高度経済成長期に重化学工業（機械・金

属・輸送・電気工業・化学等）が発展した山

口県。現在でも石油、化学、鉄鋼、造船など

数多くの企業が立地しています。私は故

郷の山口県を離れ、大学卒業後は定年退

職するまで企業分析を手がける会社で数

多くの企業と接してきました。

　現在会長を務める「山口県アクティブシ

ニア協会（略称：アイサ/AYSA）」の立ち上

げは昭和63年、企業ＯＢの有志らが結成し

たもの。私は「AYSA」の「企業経営塾」講師

として事業参画したことがご縁となりました。

　私自身は前職で経営管理、人材育成等

のために数多くの企業を見てきたことが

今の活動に非常に役立っています。

　「AYSA」の正会員は現在102名（うち女

性10名）ですがそのほか活動者は合計300

名を超えます。会員の平均年齢は67歳で

すが、私たちの活動に年齢は関係ありませ

ん。様々な経歴を持つメンバーが、それぞ

れに力を発揮しています。

　「AYSA」はコミュニティビジネス、ボラ

ンティア部門など9部会で活動。ボラン

ティア部門では地元商店街の活性化や環

境保全活動、国際支援や子ども育成活動

など、それぞれのメンバーの趣味や特技

に合わせて、多岐にわたるフィールドで活

躍中です。

　NPOを維持・運営していくためには収

益事業を無視することはできません。コ

ミュニティビジネス部門として、中小企業

支援のための経営幹部養成や有資格者に

よる「周南人材マッチング

バンク」、「周南シニア劇場」

（映画館）を展開し、企業の

第一線で多くの経験を積ん

できた専門家のメンバーの

力を思う存分発揮してもらっ

ています。そして得た収益

をボランティア活動などの地

域貢献につなげています。

　NPOの人間関係には垣

根がなく、活動も様々な分

野にわたります。様々な人々

と出会うことによって、ます

ます世界が広がります。

　退職したシニア世代は「時間」「人脈」「知

恵」を豊富に持っている「マスターズピー

プル集団（ひとつの領域をマスターした

人）」です。人口が減ってきたなかで、これ

からは現役世代をフォローする役割を担

うべきと考えます。

　会員からは新規事業のアイデアが多く

生み出され、それらが次の活動に結びつ

いているのを見るにつけ、「人脈」「知恵」に

定年はないのだなと感じます。今後は山口

県のみならず、全国に、世界に活動を広げ

ていくことが夢です。

〈取材日：平成24年8月30日〉　

サポーターの声 8月14日、京都南部を中心とした集中豪雨で、高校生がボラセンに「今回の豪雨被害で何かできることあります
か？」と訪れてくれました。何か役に立ちたいという気持ちが嬉しかったですね。　（大阪府　高橋さん）サポーターの声 発達障害支援について、なかなか行政の支援が届かない領域であるなかで、これだけ民間の取り組みが花開いてい

るのかと参考になりました。　（高知県　徳弘さん）

オヤジの底力～退職世代が地域を変える～オヤジの底力～退職世代が地域を変える～

GO!SE
NIOR’S
POWER!

周南シニア劇場

アレッポ城の屋上で地元の少年達と

企業OBが立ち上げたNPO

日本の”ものづくり”哲学を
海外に伝える

それぞれの前職や趣味・特技を
NPO活動に活かす

現地の人々との
交流から
「信頼」を獲得

活動や可能性は無限大

日本に帰ってからも人のために何かしたい

周南おもちゃ病院

くわ　  だ かず　ゆき

桑田 和幸さん

NPO法人
シニアボランティア経験を活かす会

空気清浄装置のメーカーにて

海外に出て、日本のものづくりを
教えることは、

学ぶことでもありました

オヤジの底力～退職世代が地域を変える～特 集特 集特 集

ふじ　もと けん     じ

藤本 賢司さん
NPO法人　山口県アクティブシニア協会

会長

「山口県発の
シニア･イノベーション
活動集団として」

GO!SE
NIOR’S
POWER!GO!SE
NIOR’S
POWER!

GO!SE
NIOR’S
POWER!GO!SE
NIOR’S
POWER!GO!SE
NIOR’S
POWER!
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　私は高分子プラスチック材の電気・電子

部品製造会社を60歳で定年退職し、JICA

のシニアボランティアとしてシリアのア

レッポへ2年間勤務しました。

　日本の”ものづくり”の哲学と実践を指導

するのが職務でした。会社勤務の間にアメ

リカに5年、マレーシアに2年の海外赴任経

験はありましたが、中東シリアで品質改善

やマネジメント(ISO)等の指導をするのは、

前職とは違った、全く新しい体験でした。　

　“ものづくり”をどう考え、品質の向上をど

うやって全員参加で構築していくか。現地

の方と一緒に最初から再考する良い機会

となりました。

　会社在籍時とは違い、自分でプランニン

グしたカリキュラムには

自分自身で責任を持たな

ければなりません。非常に

難しいテーマではありま

したが、やりがいを感じた

2年間でした。

　アレッポでの生活は、

現地のご家庭へのホーム

ステイ。三世代が住まう３

階建てのご自宅の３階を

お借りすることとなりました。年長者を敬

い、家族が一致団結する生活は、古き良き日

本を思い出させるものでした。

　また、シリアの若者との交流もありまし

た。アレッポ大学からの要請で毎月3時間の

オープン講義を開講し、「実践品質講座」に

結びつく、日本のものづくりの姿勢を伝えま

した。

　シリアの文化や風習を知るにつけ、トッ

プダウン方式の欧米型、ボトムアップ方式

の日本型ではなく、アラブ諸国ではその融

合タイプを推奨しました。

　現地の方との出会いとふれあい、そして協

同作業を通じて、本当の意味での「信頼関係」

を構築できたと思います。

　日本の企業人がそうであったように、私

も企業のために、利益を得るために、全力を

尽くしてきました。しかし、今振り返ると企

業の中で知り得ることには限界があったの

かもしれません。

　退職した今、新しい人や、知らなかった

世界をもっと知りたいと考えています。会

社時代とはまた違う、信頼関係や友情に基

づいた関係性。日本でもきっと出会えるは

ずと帰国した今、新たな活動に夢を抱いて

います。

　「シニアボランティア経験を活かす会」で

は、帰国した後もそれぞれの経験を活か

し、地域の小中学校や一般向けセミナー等

で海外の様子を伝える活動を精力的に

行っています。私も赴任したシリアの安定

と再興を祈りながら、今後も精力的に活動

していきます。

〈取材日：平成24年8月30日〉　
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　高度経済成長期に重化学工業（機械・金

属・輸送・電気工業・化学等）が発展した山

口県。現在でも石油、化学、鉄鋼、造船など

数多くの企業が立地しています。私は故

郷の山口県を離れ、大学卒業後は定年退

職するまで企業分析を手がける会社で数

多くの企業と接してきました。

　現在会長を務める「山口県アクティブシ

ニア協会（略称：アイサ/AYSA）」の立ち上

げは昭和63年、企業ＯＢの有志らが結成し

たもの。私は「AYSA」の「企業経営塾」講師

として事業参画したことがご縁となりました。

　私自身は前職で経営管理、人材育成等

のために数多くの企業を見てきたことが

今の活動に非常に役立っています。

　「AYSA」の正会員は現在102名（うち女

性10名）ですがそのほか活動者は合計300

名を超えます。会員の平均年齢は67歳で

すが、私たちの活動に年齢は関係ありませ

ん。様々な経歴を持つメンバーが、それぞ

れに力を発揮しています。

　「AYSA」はコミュニティビジネス、ボラ

ンティア部門など9部会で活動。ボラン

ティア部門では地元商店街の活性化や環

境保全活動、国際支援や子ども育成活動

など、それぞれのメンバーの趣味や特技

に合わせて、多岐にわたるフィールドで活

躍中です。

　NPOを維持・運営していくためには収

益事業を無視することはできません。コ

ミュニティビジネス部門として、中小企業

支援のための経営幹部養成や有資格者に

よる「周南人材マッチング

バンク」、「周南シニア劇場」

（映画館）を展開し、企業の

第一線で多くの経験を積ん

できた専門家のメンバーの

力を思う存分発揮してもらっ

ています。そして得た収益

をボランティア活動などの地

域貢献につなげています。

　NPOの人間関係には垣

根がなく、活動も様々な分

野にわたります。様々な人々

と出会うことによって、ます

ます世界が広がります。

　退職したシニア世代は「時間」「人脈」「知

恵」を豊富に持っている「マスターズピー

プル集団（ひとつの領域をマスターした

人）」です。人口が減ってきたなかで、これ

からは現役世代をフォローする役割を担

うべきと考えます。

　会員からは新規事業のアイデアが多く

生み出され、それらが次の活動に結びつ

いているのを見るにつけ、「人脈」「知恵」に

定年はないのだなと感じます。今後は山口

県のみならず、全国に、世界に活動を広げ

ていくことが夢です。

〈取材日：平成24年8月30日〉　

サポーターの声 8月14日、京都南部を中心とした集中豪雨で、高校生がボラセンに「今回の豪雨被害で何かできることあります
か？」と訪れてくれました。何か役に立ちたいという気持ちが嬉しかったですね。　（大阪府　高橋さん）サポーターの声 発達障害支援について、なかなか行政の支援が届かない領域であるなかで、これだけ民間の取り組みが花開いてい

るのかと参考になりました。　（高知県　徳弘さん）
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周南シニア劇場

アレッポ城の屋上で地元の少年達と

企業OBが立ち上げたNPO

日本の”ものづくり”哲学を
海外に伝える

それぞれの前職や趣味・特技を
NPO活動に活かす

現地の人々との
交流から
「信頼」を獲得

活動や可能性は無限大

日本に帰ってからも人のために何かしたい

周南おもちゃ病院

くわ　  だ かず　ゆき

桑田 和幸さん

NPO法人
シニアボランティア経験を活かす会

空気清浄装置のメーカーにて

海外に出て、日本のものづくりを
教えることは、

学ぶことでもありました

オヤジの底力～退職世代が地域を変える～特 集特 集特 集

ふじ　もと けん     じ

藤本 賢司さん
NPO法人　山口県アクティブシニア協会

会長

「山口県発の
シニア･イノベーション
活動集団として」
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